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５１期総括 

仕事をするために使用したエネルギーから発生する CO2 の総量を仕事の成果である完成 

高で割った値を環境指標値とし、この指標値で環境経営に及ぼす度合を判断している。 

 

51 期の実績環境指標は 90 で、目標 86 をオーバー（目標値を下回る方が良い）し、環境

経営にマイナスの判断。 

実績環境指標 90g-CO2／千円＝総 CO2 排出量 49,935,000g-CO2/完成高 554,385 千円 

      

電気ヒートポンプへの交換、業務室の集中化、EA21 の継続により、電気、ガスのエネル

ギー使用量の減、水道使用量の減の効果は出ているものの、業務上の受注高の減に伴う完成

高の減が環境指標に大きく影響して９０となり、マイナス判断となった。   

52 期では、受注高を増す対策が急務である。 
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１ ㅙ業者名 

大鐘測量設計株式㆟硋（〒427-0042 島田市ㄶ央町３１番１０号） 

横浜支店（〒213-0806 横浜市ㄶ区本牧町２ㄠ目３５５－３浜吉ビル２Ｆ） 

 

２ ㆊ表者氏名   ㆊ表取締役硋長  塚 本 好 明 

 

３ ㅙ業内容：測量業、計測サヸビス、建設コンサルタント、補償コンサルタント 

●測 量 調 査  GPS 測量ヷ基準点測量ヷ応用測量ヷ用地測量ヷ3 次元計測等 

●計画ヷ設計  道路ヷ河川ヷ砂防ヷ橋梁ヷ都市計画及び地方計画ヷ農業土木 

 公園ヷ施工計画ヷ土地造成設計ヷ長寿命化計画ヷ橋梁点検等 

●補 償 調 査  土地調査ヷ物㆑調査ヷ機械工ㆺ物調査ヷ営業調査ヷㅙ業損失等 

 

４ 許認可 ●測量業者     磼（11）－9453 号 有効期限 ㆋ和 11 年 5 月 29 日 

        ●建設コンサルタント 建 06 磼 4149 号 有効期限 ㆋ和 11 年 3 月 3 日 

       （道路部門、鋼構造及びコンクリヸト部門、河川ヷ砂防及び海岸ヷ海洋部門）          

●補償コンサルタント 補磼 1020 号 有効期限 ㆋ和 11 年 7 月 29 日 

       （土地調査部門、物㆑部門） 

       ●建築士ㅙ務所 ㄟ級 硘奈川県知ㅙ登録磼１７１３９号有効期限 ㆋ和８年 6 月 23 日 

（2025．６末） 

５ 資格者ㄟ覧表 技術士（建設部門） 7 名 ㄟ級土木施工管理技士 ３名 

 農業土木技術管理士  2 名 ㅚ級土木施工管理技士 8 名 

  測量士 １7 名 ＲＣＣＭ １１名 

 ㄟ級建築士  １名 補償業務管理士 ５名 

 コンクリヸト診断士  ３名 土地改良補償業務管理者 4 名 

 ㄟ級構造物診断士  1 名 土木碥算ＳヷＥ ８名 

道路橋点検士  ４名 河川点検士 １2 名 

防災士  ２名 エコ検定合格者 2 名 
          地理碳間情報専門技術基準点測量２級 １名 磼ㄤ級陸ㄥ特殊無線技士  1 名 

          無ㅴ航碳機操縦技能等（硋内合格者含）１２名 

                                （2025．６月末） 

                                                     

6 ㅙ業の規模  

完成高         ￥５５４,３８５千円             （2025．6 月末） 

従業員数       4２ㅴ                                （2024．7.1） 

ㅙ業所床面碥  360.86 ㄜ 
                                 

7 環境管理責㆓者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責㆓者 板倉武志      担当者 菅沼雅子 

ＴＥＬ  ０５４７－３６－０７０６  ＦＡＸ  ０５４７－３６－１１５３ 

E-mail           ea21@ogane.co.jp 

 

８ ㅙ業年度     ７月１日 ～ 翌年６月３０日          

Ⅰ ㆟硋概要 

詳しくは 

こちらを 
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Ⅱ 実施体制 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担  当 役 割・責 任・権 限 

代 表 者 

（代表取締役社長） 

   

・EA21 の代表者で、実施における人材、設備、費用の準備 

・環境マネジメントシステムの承認、環境方針の制定、改訂及び全社員への周知 

・代表者による全体の評価と見直しの実施 

・課題とチャンスの明確化 

・環境管理責任者の任命 

・効果的な実施体制の構築と全従業員への周知 

環境管理責任者 

（取締役） 
・環境マネジメントシステム全体の構築、運用実施、維持管理に関する実務上の

権限を有する者で、代表者への報告者 

・環境事務局の文書作成案に対するチェック及び改訂の指示 

エコアクション 21 推進会議 ・取組担当者の自己評価に対する第３者としての評価 

・EA21 が経営のメリットとなる戦略を担当 

・環境に関する事故や緊急事態の対応に関すること 

環境事務局 

 
・環境マネジメントシステム全体の構築、運用実施、維持管理に関する実務 

・環境負荷の自己チェック、取組の自己チェックの実施、環境経営レポートの作

成、環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況のチェック、データの記録保存、

環境教育の実施等の実務全般 

部門責任者 

（取締役、課長） 

・自部門における環境マネジメント PDCA の実施責任者 

・EA21 推進会議メンバーとして会社全体のレベルアップを図る 

全社員 ・EA21 の理解・確認・実施 

・取組担当者として環境マネジメントシステムの PDCA の実施と協力  

代表取締役社長 

（代表者） 

塚本 好明 

環境事務局 

田﨑 弘和 

平口 颯一 

長島 博雄 

菅沼 雅子 
環境管理責任者 

板倉 武志 

が EA21 対象範囲 

202４．７．１ 現在 

全組織・全活動 

エコアクション 21 推進会議 

代表取締役専務：内記 

取締役：鈴木、板倉 

顧問 ：長島 

技術 
取締役：鈴木 成 

技術開発 
空間情報 

取締役：板倉武志 

営業・総務 
代表取締役専務 

内記 照宜 

代表取締役専務 

内記 照宜 

横浜支店長 

秋山 暉 

 

技開課長：奥澤 設計課長：新間 空間課長：杉本 

社 員 社 員 

横浜支店の扱い：廃棄物排出等が無く環境負荷も少ないため、管理は本社に含めています。 

営業課長：齋藤 

社 員 社 員 
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㆖業理念 

大鐘測量設計株式㆟社は、専門的技術を発揮し、誠意を尽くして地域社㆟の調和ある発展に

寄ㄨするとともに、社員相ㅝの団結と文化的生活が向ㄥできる集団を目指します。さらに、自

然環境の保全に努め、地球温暖化防止活動を展開して、持続可能な社㆟の形成に貢献します。 

経営における課題とチャンス 

弊社の経営課題は、ㅴ材ㄧ足と技術革新への対応が挙げられます。ㅴ材ㄧ足の対応策として

は技術系学校に積極的に訪問して㆟社や業務の PR に努め、若いㅴ材を確保し、育成していき

ます。また技術革新の対応策では、新機種導入の費用対効果や生産性の向ㄥが図れるか、投資

の見極めが重要と捉えています。こうした課題に対し、新技術の研修や活用が重要であると考

え、デジタル化の進展や測量ㆺ業の大幅な効率化と精度向ㄥが見込まれる 3 次元計測が、業務

拡大や新たなビジネスチャンスの鍵と考えています。特に迅速な被災把握と早急な復旧ㆺ業が

求められる大災害に新技術を生かしながら、SDGS17 目標の「地域課題を新技術で解決する」

の実現に努めます。ㅻ後、ㄟ層の災害対応力の強化を進めて、地域に必要なコンサルタント㆟

社を目指していきます。 

環境経営方針 

１ 環境に配慮した測量調査及び設計提案を進めるととも

に、ICT 技術の習得と利活用を図り、環境への負荷軽減

及び測量ヷ調査ヷ設計の生産性の向ㄥを目指します。 

  

２ 建設の時ㆊから維持管理の時ㆊに移り、発注内容や発注量の変化に対応

するため、ICT 技術の利活用、大手建機メヸカヸとのパヸトナヸ契約、i-

construction の研修や営業等により、受注に努めます。 

 

３ 地球環境保全のため、省エネルギヸヷリサイクル活動を推進し、ㅚ酸化炭

素排出量、廃棄物排出量、水使用量の削減に努めます。 

 

４ ㆟社経営方針における 2030 年までのㄶ期目標として毎年の総 CO2排出量を毎

年の完成高で割った環境指標で明示し、経営へのプラス効果をチェックします。 

 

５ 環境経営方針と業務の整合が図られているか常にチェックし、環境経営の継続

的改善に努めます。 

 

６ ＳＤＧｓ17 目標との関連を意識して、そのㄶから新技術をもって地域課題の 

解決を図る提案や設計に努めます。 

 

７  環境関連の法律を遵守します。 

 

８ 環境経営レポヸトを社内外に公表し、社㆟とのコミュニケヸションを積極的に

行います。 

 

制定：２０１0 年１１月  1 日 

改定：２０２４年 ７月  1 日 

大鐘測量設計株式㆟社 ㆊ表取締役専務  内 記 照 宜 

 

Ⅲ 環境経営方針 



Ⅳ　CO2削減の中期環境指標における51期の目標と実績
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総CO２排出量と完成高の推移

A 総CO2排出量(kg－co２) B 完成高(千円)
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CO２削減の中期環境指標グラフ

１部目標指標

２部目標指標

実績指標

環境指標＝総CO2排出量／完成高×1000

14.9％減

36％減

76％増

赤ョアヱは青や緑ョアヱよりも下方が良い

５０期に比べ、受注高の減が完成高の減に

つながり、環境指標にも大きく影響した。

会社のEA21が会社の環境経営に及ぼす度合いを

示す環境指標は、５１期目標指標８６に対

し、実績は９０で、今期の環境経営上はボ

アトシと判断。（目標値よりも小さい方が良

ギョビのヅヺソはこちら
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Ⅴ 2024 年（51 期）の環境目標とその実績（総括表）、次期（2026 年－52 期）の環境目標  

   評価・・・ ◎：良くできた ○：まあまあできた △：あまりできなかった ×：できなかった         2025. 7. 22 

主

担

当 

項 目 単 位 

基準年 
     

基準値 
 

2024 年（51 期） 2024.7.1～2025.6.30 第 5 テージ目標値 

（削減率） 

目標値 
実績値 

目標値に 

対しての 

増減率％ 

通年の評価 

◎：10 以上 

  の増減 

2025 年（52 期） 

2025.7.1～  

 2026.6.30 

53 期 

 

)

社 

 

員 

二

酸

化

炭

素 

総排出量 kg-CO2 
2018 年 

65,371 
2018 年より 12,5％

減     57,200 
49,935 -12.7% ◎ 55,565 53931 

指 標 g-CO2／千円 162 86 90 +4.7% × 81 75 

購入電力量 

係数 0.472 
中電の 2017 年度調

整後 
排出係数 

指 標 

g-CO2／千円 
48 35 34 -2.９% 〇 32 29 

kg-CO2 19005 23,279 19,088 -18.0% ◎ (21,952) (20,853) 

ｋｗｈ 36831 49,900 40,440  -19.0% ◎  (44,706) (44,180) 

ＬＰガス 
 

1ｋｇ＝3.00 

kg-CO2 

指 標 

g-CO2／千円 16 1 2 +100% × 1 １ 

kg-CO2 6355 6６５ 893 +34.3% × (686) (719) 

ｋg (2117) 224 298 +33.0% × (229) (240) 

ガソリン 
 

１Ｌ＝２．３２ 

kg-CO2 

 

指 標 

g-CO2／千円 
98 4５ 47 +4.4% × 43 40 

kg-CO2 (40,011) (29,930) 26,289 -12.2% 〇 (29,497) (28,763) 

燃費 

ｋｍ／ｌ 
(16.4) 

（2018 年より 

23.8％UP の 203） 20.3 0.0％ 〇 
（2018 年より 

26.2％UP の
20.7） 

 

(21.0) 

ガソリン量 Ｌ (17,234) (12,762) 11,331 -11.2% ◎ (12,714) (12,398) 

軽 油 
 

１Ｌ=２．58 

kg-CO2 

 

指 標 

g-CO2／千円 
— 5 7 +4.0% × ５ ５ 

kg-CO2 — (3,326) 3,665  +10.2% × (3,430) (3,596) 

燃費 

ｋｍ／ｌ 
— 

第４ステージ実績 

平均値 10.2 9.6 -5.9% × 
第４ステージ実績

平均値 10.2 
(10.2) 

軽油量 Ｌ — (1,304) 1,420 ＋8.9% × (1,329) (1,394) 
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総排水量 ｍ3 283 (306) 256 -16.3% ◎ (306) (306) 

廃棄物排出量 
(用紙・新聞紙) kg 915 907 783 -13.7％ ◎ 896 887 

廃棄物排出量 
(ダンボール) kg 140 139 133 -4.3％ 〇 139 138 

廃棄物排出量 
(可燃ごみ) kg 1185 1,480 807 -45.5％ ◎ 1468 1453 

環境保全活動の 
実践 回 4 3 3 0 〇 3 3 

環境教育・ 
研修の実施 回 4 ４ 3 -25％ × ４ 4 

空

間 
EA21、業務、SDGS 等
の情報提供と共有 回 3 4 12４ ＋300 ◎ 12 12 

技
術
・
技
開 

新技術活用により環境
配慮や生産性向上等に
資した受注件数比率の
向上 

％ 20 38 33 -13.2% × 38 38 

都
市
開
発 

良好な環境等に配慮し
た土地開発の提案・設計 

件 １ １ 1 ０ 〇 １ １ 

社
員 

マイカーの燃費チェッ
ク賛同者の増 

人 
2022 年 

４ 
10 10 ０ 〇 13 13 

＜第 5 ステージとは、2024 年（51 期）～2026 年（53 期））の３年間である。 

・ 指標とは原単位のことで、総 CO２排出量を完成高で割った値である。（単位：g-CO2／千円） 

・ 50 期中に志太榛原営業所技術課の本社移転、本社の GHP から EHP への交換による 51 期通年の実績値を基に 52、53 期の目標値

を定めた。 

・ 総排水量は、基準値の＋10％程度で維持管理する。 

・ 廃棄物は、2021～2023 年の 3 年間の平均値を基準値とし、51～53 期の目標値は基準値の 99～97％とする。 

・ 第 4～５ステージの廃棄物量の増は、一度片付いた倉庫への書類再搬入が生じたことから、旧書類処分のために目標値を増量した。 

・ 環境活動～環境教育の基準年・基準値は、これまでの平均的な年間回数を示している。 

・ （）の数値は、参考値とする。 



7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 　合計

購入電力 148,370 111,207 112,989 109,975 108,655 132,542 127,694 125,313 118,028 104,699 100,299 118,295 1,418,066

ＬＰＧ 5,139 4,893 4,435 2,746 4,682 4,435 4,435 4,682 4,893 3,454 492 4,893 49,179
ガソリン 177,340 170,434 146,734 178,610 145,336 163,534 145,921 184,015 165,274 151,133 150,999 146,276 1,925,606
軽　油 22,469 14,817 16,533 20,900 28,740 25,676 8,676 7,451 23,889 21,098 13,383 7,358 210,990

化石燃料 204,948 190,144 167,702 202,256 178,758 193,645 159,032 196,148 194,056 175,685 164,874 158,527 2,185,775

合計D 353,318 301,351 280,691 312,231 287,413 326,187 286,726 321,461 312,084 280,384 265,173 276,822 3,603,841

購入電力 2073.50 1660.02 1,689.29 1,439.13 1,309.80 1,768.58 1,898.86 1,810.12 1,533.06 1,199.82 1,160.65 1,544.86 19,088

ＬＰＧ 90.66 86.31 78.24 48.45 82.59 78.24 78.24 82.59 86.32 86.31 8.70 86.31 893
ガソリン 2663.48 2137.53 2,244.60 2,578.33 2,129.44 2,318.68 1,825.26 2,290.14 2,123.47 1,943.30 1,961.21 2,073.20 26,289

軽油 404.13 247.85 287.21 384.73 499.85 434.91 147.27 126.47 407.20 358.05 231.58 135.60 3,665

化石燃料 3158.27 2471.69 2,610.05 3,011.51 2,711.88 2,831.83 2,050.77 2,499.20 2,616.99 2,387.66 2,201.49 2,295.11 30,847

合計F 5231.77 4131.71 4,299.34 4,450.64 4,021.68 4,600.41 3,949.63 4,309.32 4,150.05 3,587.48 3,362.14 3,839.97 49,935

購入電力 72 67 67 76 83 75 67 70 77 87 86 77 74

 D/F ＬＰＧ 57 57 57 57 57 57 60 56 57 40 57 57 55
円/kg-co2 ガソリン 67 80 65 69 68 71 80 86 78 78 77 71 73

軽油 56 60 58 54 57 59 59 59 59 59 58 54 58

化石燃料 65 77 64 67 66 68 78 78 74 74 75 69 71

合計F 68 73 65 70 71 71 73 75 75 78 79 72 72

検証１　　　　　　　2024年（51期）エネルギー別の代金及びＣＯ２排出量　　　　　　単位：円、ｋｇ－ＣＯ２

金額
円
(D)

CO2量

kg-co2

(F)

 最高値を赤書きとした。

148,370 
111,207 112,989 109,975 108,655 

132,542 127,694 125,313 118,028 104,699 100,299 
118,295 

204,948 190,144 
167,702 

202,256 
178,758 193,645 

159,032 
196,148 194,056 

175,685 164,874 158,527 

353,318

301,351
280,691

312,231
287,413

326,187
286,726

321,461 312,084
280,384 265,173 276,822

2,000

52,000

102,000

152,000

202,000

252,000

302,000

352,000

402,000

452,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

金額

円 2024年（5期） エネルギー別代金 単位：円

購入電力

化石燃料

合計D

2025. 7. 16
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●51期は、50期に比べ総CO2排出量は5,445kg-CO2、 9.8％、エネルギー代は185,518円、4.9％減となりました。
　ＣO2　         ：　５1期 49,935kg／50期 55,380 ×100＝90.2％　   ・・・9.8％減

  エネルギー代　：　 51期 3,603,841／50期 3,789,359 × 100 ＝ 95.1％   ・・・4.9％減
                         ガス代；51期 49,179 － 50期 316,668 ＝ 267,489円の減が貢献しています。
 

●社員１人が、１年間に約86千円のエネルギー代を使って仕事をし、約1,189kgのＣO2を大気中に放出しています。

　50期に比べ4,369円、4.8％減少しています。放出量も130kg-co2、9.9%減少しています。
 
　エネルギー代 　年間　 3,603,841円のエネルギー代／42人 ＝ 85,806円／人
　　　　　　　　　　　前年に比べ　51期 85,806  円／人－50期 90,14.075 円／人＝－4,369円／人、4.8 ％の 減
　 ＣO2　　 　　年間　49,935 kg-CO2／４2人 ＝ 1,189 kg-CO2／人

　　　　　　　　　　　前年に比べ　51期　1,189-50期 1,319 kg＝－130 kg／人、9.9％の減

●51期社有車総走行距離は、50期に比べ10,264km、4.5％増、ガソリン・軽油使用量は492L、4.0％増となりました。
　　　総走行距離　　　　　　51期　　２37823＝５０期　227559＝10264km…4.5％増
　　　ガソリン・軽油使　　　51期　　12751-   50期　12259=492L・・・4.0％増

●１年間に車１台が797L(ドラム缶約4本)使用しています。50期よりも4％増えています。
　　11,331＋1,420= 12,751　12,751／１６=797L/台　　　 797／766＊１０0＝104％・・4％増

●会社のCO２排出の最大要因はガソリン・軽油の消費によるものです。46期以降その構成比率が徐々に下がって50％近くになりました

　が、51期では再び上昇し60％を占め、50期に比べ８％もアップしました。会社にとってどんな構成比率が最適なのか検討する必要が
　あります。

2073.50 
1660.02 1,689.29 

1,439.13 1,309.80 
1,768.58 1,898.86 1,810.12 

1,533.06 
1,199.82 1,160.65 

1,544.86 

3158.27 

2471.69 2,610.05 
3,011.51 

2,711.88 2,831.83 

2,050.77 
2,499.20 2,616.99 

2,387.66 2,201.49 2,295.11 

5231.77 

4131.71 4,299.34 4,450.64 
4,021.68 

4,600.41 

3,949.63 
4,309.32 4,150.05 

3,587.48 
3,362.14 

3,839.97 

0.00

1000.00

2000.00

3000.00

4000.00

5000.00

6000.00

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

ＣＯ２排出量

ｋｇ 2024年（51期） エネルギー別ＣＯ２排出量 単位 ｋｇ－ＣＯ２

購入電力

化石燃料

合計F

みんな、暑さ、寒さに

負けず、良く働いたね。

すごい。
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検証２　社員1人当たりで示す見える化

公共事業の発注減少
の影響もあり、51期
の受注額は、目標の
80％弱にとどまり、
完成高もその影響を
大きく受け、減額と
なった。
社員数42人は50期と
変わらず、51期の１
人当たりの完成高
は、15％下がった。

51期は社員１人当た
りエネルギー代が前
期より4.3千円
（4.8％）減となっ
た。
ガス代が約267千円
減額になったことが
貢献している。
また、EA21活動の成
果であり、すべての
価格高騰を加味すれ
ば、大いに健闘して
いる。

51期総CO２排出量だ

け見れば、最低を記
録して素晴らしい結
果である。EHPへの
交換、業務の集中化
により電気、ガスの
CO２減少が図られ

た。
事業が拡大し、且つ
完成高が増加した上
で、このような結果
になれば一層素晴ら
しい。
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完成高(百万円) １人当り完成高(千円/人)

65,371 

57,967 
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（２）総CO２排出量（kg-CO２）と

社員１人当り総CO２排出量（kg-CO２/人）の推移

総CO2排出量(kg-CO2) 社員1人当り総CO2排出量(kg-CO2/人)
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社員１人当りエネルギー代(千円/人)の推移

総エネルギー代(千円) 社員１人当たりエネルギー代(千円/人)

棒グラフ、折れ線グラフ値は、下位にある方が少量で良い結果を表す

棒グラフ、折れ線グラフ値は、下位にある方が良い結果を表す

棒グラフ、折れ線グラフとも、上位にある方が高額で良い結果を表す

このペヸジのグラフの

根拠デヸタは

こちら ↓↓
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検証３　　ウニラガヺ関係の各ヅヺソで示す見える化

51期燃料使用量
は、50期より
492L、4.0%の増。
総走行距離は
10,264km、4.5%の
増である。
また、完成高は約
9,700万円、14.9%
減となったため、
総走行距離１km
当たり完成高も
2,331円/kmと50期
より 532円、18.6%
減となった。、
分母が大きく、分
子が小さくなると
値は、小さくなる。

51期のウケォヺ占
有率は50期と同じ
81%。
ウケォヺへの更新
鈍化は、完成高減
の影響がある。

GHPのEHPへの
交換により、電気
使用量の増を想
定していたが、意
外にも50期の
44,905kwhより10%
減の40,440kｗhと
なった。EHPの性
能の良さ、適正な
使用によるものと
考えられる。それ
により電気の構成
比率も0.1%下がっ
た。一方、オセヨヱ
等使用量は、50期
よりも492L　増え、
構成比率も８%増
えた。
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(％)

23.2%増

1.62倍

実績燃費とウケォヺ占有率は、比例している。

ウケォヺ導入の効果が分かる。
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走行距離１ㅌ当りの完成高とオセヨヱヹ軽油使用量の推移

L 総走行距離１ㅌ当りの完成高 (円／ㅌ) J 年間オセヨヱ軽油総使用量(L)

走行距離１ㅌ

当りの完成高

（円／ㅌ）

年間オセヨヱ

使用量

（Ｌㅂ）

26.0％減

1.51倍

ギョビの

根拠

ヅヺソ

→→→

8.0%増
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環境活動計画欄にＳＤＧＳ１７目標の該当ロゴを表記し、ＳＤＧＳとの関連性を明確にした。                                         

            環境活動計画 ㅻ期（2024 年—51 期） 次期（2025 年—52 期） 

１ 温室効果ガス削減                                                                                            
 

ㄼ
担
当 

項 目 取 組 内 容 責㆓者 取 組 内 容 責㆓者 

 

 

全

社

員 

 

全車ㄲのエコドラ 

イブの実践 

 

ㄧ要なアイドリング禁止 

ㄧ要な荷物を降ろす 

急発進ヷ急加速の禁止 

エンジンブレヸキの 

積極的使用 

エアコンを控えめに 

計画的な運転ルヸト設定 

早めのシフトアップ 

タイヤの空気圧チェック 

ヷ車種による燃費デヸタを蓄積し、燃費評
価の継続。 

ヷ運転者全員が、デヸタの異常は車の異常
発見につながり、ㅙ故防止となることの
自覚。 

ヷ車の管理者は、ㆊ車、リヸス車の入出庫
時の走行距離を確実に記録する。 
入出庫時の走行距離が分からないと、正
確なデヸタがつかめないため。 
 

例 ㆊ車入庫時の走行距離ㄧ明のまま、
３週間後に給油し、その時の距離を
把握しても３週間分の走行距離はわ
からないまま。 

また、出庫時の１週間前に給油し
て距離を把握し、１週間後に返却す
る際の走行距離も把握しておかない
と最後の１週間の走行距離が分から
ないことになり、ㆊ車のデヸタは非
常に精度のㆯいものとなるから。 

 
ヷ買替えは、最終的に経営者の判断による

が、これまでの蓄積デヸタの分析を提供

 

 

渡邉雄 

ヷ車種による燃費デヸタを蓄積し燃費評価の継続。 

ヷ運転者全員が、デヸタの異常は車の異常発見につ

ながり、ㅙ故防止となることの自覚。 

ヷ社有車の管理担当は、ㆊ車、リヸス車の入出庫時

の走行距離を確実に記録する。 

 入出庫時の走行距離が分からないと、正確なデヸ

タがつかめないため。 

ヷ全社有車の車検、1 年点検、部品ㅩ換、故障修理

等の履歴表をㆺ成する。 
ヷ１年点検を必要とする社有車の管理担当は、1 年

点検調査表に、直近に実施した点検日を記入す

る。リヸダヸは、その表を基に１年点検実施を各

車担当にㆡえる。1 年点検を未実施でも罰則はな

いが、安全性や長持ちの観点から必要と判断。 

ヷ買替えは、最終的に経営者の判断によるが、これ

までの蓄積デヸタの分析を提供し、エコカヸ導入

を働きかける。特に軽自動車やディヸゼル車は、

燃費が思ったより良くないので注意。 

ヷCO2 削減をマイカヸにも普及させる取組みに賛同

し協力する社員を地球温暖化防止救急隊員として

52 期１3 ㅴとする。 
 

 

 

平口 

Ⅵ ㅻ期（2024 年－51 期）及び次期の環境経営計画と担当者 
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し、エコカヸ導入を働きかける。特に軽
自動車やディヸゼル車は、燃費が思った
より良くないので注意。 

ヷCO2 削減をマイカヸにも普及させる取り

組みに賛同し協力する社員を地球温暖化

防止救急隊員として 51 期 10 ㅴとする。 

室内の温度を夏 

2８℃、冬 2０℃に 

設定 

 

 

ヷEHP の性能や電気使用量の把握に努
め、新 EHP を使いこなす。 

ヷ前月デヸタや当月の気象ㅖ報から電気使
用量の増がㅖ想される場合は、健康に支
障の無い範囲で注意情報の提供。 

ヷ部屋の喚起の励行。 
ヷ小型扇風機、うちわ、
網戸の継続利用。 
ヷ誰もがこまめな照明
スイッチ操ㆺを行う。 
ヷ給湯器使用時間を季
節ごとに把握して、
LPG 使用デヸタを正
確に収集し、５２期ㆌ
降の目標値設定の基
とする。 

 

 

坂本 

 

ヷ51 期の電気、LPG の使用量を基に第５ステヸ
ジの基準値を定めたので、その妥当性を検証す
る。 

ヷEHP の性能や電気使用量の把握に引き続き努
め、新 EHP を使いこなす。 

ヷ前月デヸタや当月の気象ㅖ報から電気使用量の増
がㅖ想される場合は、健康に支障の無い範囲で注
意情報の提供。 

ヷ部屋の喚起の励行。 
ヷ小型扇風機、うちわ、網戸の継続利用。 
ヷ誰もがこまめな照明スイッチ操ㆺを行う。 
ヷ給湯器と GHP のガス使用量の適正

配分を確立する。 
（夏冬の使用時間を決める） 
 
 

 

 

秋山 

クヸルビズヷウォヸムビ

ズの推奨 

ヷ引続きポスタヸの掲示。 
ヷ社員各自が夏冬の服装の工夫、好例の紹

ㅼ。 

ヷ引続きポスタヸの掲示。 
ヷ社員各自が、夏冬の服装の工夫、好例の紹ㅼ。 
ヷ㆟社提供のㆺ業委を着こなす。 
ヷファンㆄきㆺ業着の利用。 
ヷこれらの写真を撮り結果評価に掲載。 

ㄧ要な照明の

消灯 

ヷ担当者のこまめなスイッチ操ㆺの実行。 
ヷ食堂での消灯の励行。 
ヷ窓ブラインドの開閉による太陽光利用の

継続。 

ヷ担当者のこまめなスイッチ操ㆺの実行。 
ヷ食堂での消灯の励行。 
ヷ窓ブラインドの開閉による太陽光利用の継続。 

 

スイッチオフ
による待機電
力の削減 

ヷＰＣのシャットダウンの奨励と啓蒙ポス
タヸの掲示。これらの写真を撮り結果評
価に掲載。 

 ヷＰＣのシャットダウンの奨励と啓蒙ポスタヸの掲
示。これらの写真を撮り結果評価に掲載。 
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ㆊ替フロンの

漏えいチェッ

ク 

 

ヷEHP の簡易点検を 3 か月に 1 回実施。 
 （3，6，9，12 月） 
ヷ社員のㆊ替フロンへの理解を深め、チェ

ックへの協力を得るために、全ㆳ研修㆟
でのフロンやㆊ替フロンの勉強を継続。 

ヷGHP を使用する１階の登記ㅙ務所に年
間デヸタの提供と EA２１活動の協力の
呼びかけ。 

板倉 

ヷEHP の簡易点検を 3 か月に 1 回実施。 
 （3，6，9，１２月） 
ヷ社員のㆊ替フロンへの理解を深め、チェックへの

協力を得るために、全ㆳ研修㆟でのフロンやㆊ替
フロンの勉強を継続。 

ヷGHP を使用する登記ㅙ務所に EA２１活動の協力
の呼びかけ。 

板倉 

２ 給排水の削減 

全

社

員 

節水活動の推進 

 

 

 

ヷ現状維持に努力。 
ヷ漏水の早期発見に努める。 
ヷ節水呼びかけロゴの継続掲示。これらの

写真を撮り結果評価に掲載。 
ヷうがい、手洗いの励行を呼びかけ。 
ヷ本社ㅴ数増による水道使用量の変化を注視。 

 

杉浦 

ヷ現状維持に努力。 
ヷ漏水の早期発見に努める。 
ヷ節水呼びかけロゴの継続掲示。こ

れらの写真を撮り結果評価に掲載 
ヷうがい、手洗いの励行を呼びかけ。 
ヷ本社ㅴ数増による水道使用量の変化を

注視。 

 

山口 

３ 廃棄物排出量の削減 

全

社

員 

 

 

ダンボヸルヷ紙類ヷ新聞

紙のリサイクル 

ヷ毎月第 1 水曜日夕方 15 分間の清掃タイ
ムを設定し、実施する。 

ヷ倉庫に再搬入された紙類を処理する。 
ヷㄲ面コピヸ、裏紙使用の徹底継続。 
ヷ年末時の突出した排出を避け、平準化の

ためにピヸクを６月と 12 月にする。 
ヷ個ㅴ情報の漏洩に十分注意し、機密文書

の適正処理に努める。 
（溶解処理量ヷ処理費の把握） 
ヷダンボヸル類等を定期的に処分し、ため

込みを防止する。 
ヷゴミ処理当番表のㆺ成。 
ヷ紙類をストックし、溜まった段階で桜ㅟ

資源に持参して、可燃ゴミ処理費の削減
を検討。 

 

向島 

ヷ毎月第 1 水曜日夕方 15 分間の清掃タイムを設
定し、机の周りを整理整頓する。 

ヷ倉庫に再搬入された紙類を処理する。 
ヷㄲ面コピヸ、裏紙使用の徹底継続。 
ヷ年末時の突出した排出を避け、平準化のために

ピヸクを６月と 12 月にする。 
ヷ個ㅴ情報の漏洩に十分注意し、機密文書の適正

処理に努める。 
（溶解処理量ヷ処理費の把握） 
ヷダンボヸル類の収集場所を決めて定期的に処分

し、ため込みを防止する。 
ヷ紙類をストックし、溜まった段階で桜ㅟ資源に

持参して、可燃ゴミ処理費の削減継続 

 

杉山 
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可燃ゴミの削減 ヷ可燃ゴミの処理費は有料であるから節約
するために、分別収集を徹底し減量する 

ヷ登記ㅙ務所への協力呼びかけ 

ヷ可燃ゴミの処理費は有料であるから節約するた
めに、分別収集を徹底して減量する。 

ヷ登記ㅙ務所への協力呼びかけ 

ㅑ電池ヷ充電池：空缶の

適正処分 

ヷㅑ電池ヷ充電池は、室内にため込まず、早
めに処分する。 

ヷ自販機の移動により空缶ボックスが 1 箱
となったため、散ㅏが再燃しないよう、
引き続き持ち帰り運動やマイボトル（水
筒）持参に努める。 

 

 ヷㅑ電池ヷ充電池は、室内にため込まず、早めに処
分する。 

ヷこれまでの自販機空缶ボック
スをやめ、ㄶの様子がわかる
ボックスに変更。収集袋の取
替えを週１回では追いㆄかな
い状況では、気がㆄいたㅴが
袋ㅩ換をするよう、依頼して
いる。 

ヷボトル引き続き持ち帰り運動
やマイボトル（水筒）持参に努
める。 

室内環境の整備 

 

 

 

機密文書の適正処分 

ヷ個ㅴ情報の漏えい防止に努め、機密文書
を適正処分する。 

ヷ毎月第 1 水曜日 17：15 から自分の机
周りを整理整頓する。 

 

増田 

ヷ個ㅴ情報の漏えい防止に努め、機密
文書を適正処分する。 

 溶解書類用の棚を設置する 
ヷ常に室内の棚、書庫、機材置き場の

整理整頓、古い書類の整理等に努め
る。 

 

増田 

４ 地域社㆟における環境保全活動 

全

社

員 

環境保全活動の 
積極的な実践 
㆙太谷川等の 
清掃 

ヷ年間スケジュヸルとして活動日を 10 月
ㄶ旬、12 月ㄶ旬、4 月ㄥ旬をㅖ定。 

ヷ建通新聞の地域貢献欄に引き続き掲載さ
れるよう、情報提供する。 

 

平口 

ヷ年間スケジュヸルとして活動日を 10 月ㄶ旬、12
月ㄶ旬、4 月ㄥ旬をㅖ定。 

ヷ建通新聞の地域貢献欄に引続き掲載されるよう、
情報提供する。 

 

平口 

５ 教育ヷ訓練の実施 

全

社

員 

環境教育の実施 ヷエコアクション 21 全ㆳ研修㆟の実施。
8 月ㄥ旬、12 月ㄥ旬、4 月ㄥ旬にㅖ定。 

ヷ突然の災害業務の発生を踏まえ、研修の
時期や方法は柔軟に対応する。 

長島 

ヷエコアクション 21 全ㆳ研修㆟の実施。 
8 月ㄥ旬、12 月ㄥ旬、4 月ㄥ旬にㅖ定。 

ヷ突然の災害業務発生の際は、研修の時期や方法を
柔軟に対応する。 

ヷ情報収集のため、環境関係の外部研修に参加。 
 

長島 
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 ヷ情報収集のため、
環境関係の外部研
修に参加。 

ヷ環境教育のㄟ環と
して視察を計画。 

ヷEA21 とＳＤＧ
ｓの関連ヷ連携の勉強。情報提供。 

ヷ空間情報部の情報提供の取組みと連携を
図る。 

ヷコロナ感染状況を見ながら、環境教育のㄟ環とし
て視察を計画。 

ヷEA21 とＳＤＧｓの関連ヷ連携の勉強と情報提供。 

ヷ社内教育のㄟ環として環境系の研修を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

危機管理対応訓練

の実施 

ヷ安否確認訓練を毎月始めの（平日）出勤
日に実施。 

ヷプロパンガス発電機操ㆺ訓練の実施。 
ヷ台風時のタイムライン実施。 
 車の移動、白板への記入等証拠写真を必

ず撮って結果評価に掲載する 
ヷコロナ感染状況に注視して早目の対応を

実施。（本部開催や要綱改訂含む） 

 

板倉 

ヷ安否確認訓練を毎月始めの（平日）出勤日に実施。 
ヷ社内デスクネットシステムの更新にㆤい、安否確認シ

ステムも、NI コラボ NOW に変更。 

（安否情報発信ㆮ置がわかるようになった） 

ヷプロパンガス発電機操ㆺ訓練の実施。 
ヷ台風時のタイムライン実施。 
 車の移動、白板への記入等証拠写真を必ず撮って

結果評価に掲載する 
ヷコロナ感染状況に注視して早目の対応を実施。

（本部開催や要綱改訂含む） 

 

板倉 

６ EA21 や業務に関わる SDGｓの情報提供と共有 

空

間 

情

報

課 

 

EA21 や業務に関わる

SDGｓの情報提供と 

共有 

 

 

ヷ管理者㆟議やインフォメヸションを活用
して、EA21、労働安全、SDGｓ等、
業務全般に関わる情報を全社員にㆡえる 

ヷ社㆟ㅴとしての常識ヷ知識を身に着ける 
ヷEA21 関連情報 
ヷ業務に関わる SDG

ｓの情報 
ヷ熱ㄶ症対策 
ヷㅩ通ㅙ故対策 

筒ㅟ 

ヷ管理者㆟議やインフォメヸションを活用して、
EA21、労働安全、SDGｓ等、業務全般に関わ
る情報を全社員にㆡえる。 

ヷ社㆟ㅴとしての常識ヷ知識を身につける。 
ヷEA21 関連情報 
ヷ業務に関わる SDGｓの情

報 
ヷ熱ㄶ症対策 
ヷㅩ通ㅙ故対策 

筒ㅟ 
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ヷ部屋の換気の喚起、黙食の励行の継続 
ヷ労働災害対策等の情報提供 
ヷこれまでどおり提供した情報を写真に撮

り、結果評価に掲載する 

ヷ部屋の換気の喚起、黙食の励行の継続 
ヷ労働災害対策等の情報提供 
ヷこれまでどおり提供した情報を写真に撮り、結果

評価に掲載する 

７ 新技術活用により環境に配慮した提案や設計、生産性向ㄥ等に資した受注㆑数比率の向ㄥ(設計課、技術開発課 

設

計 

課 

ヷ地域の実情に応じた生

態系の保全や景観、環

境に配慮した提案ヷ設

計。 

 新技術を活用して、環

境負荷の軽減が図ら

れる工法の提案ヷ設計 

 

 

環境への負荷の軽減を目指し、リサイクル

材の使用、ＣＯ２排出が少ない材料、工法

の提案ヷ設計。 

ヷ調査ヷヷ現地の貴重種存在の有無の確

認。植物をむやみに㆝採しない。 

ヷ河川ヷヷ水生生物の生息空間を確保する

工法の設計。 

 大ㅟ川の景観になじむ工法の設計。 

ヷ道路ヷ急傾斜ヷ造成ヷヷヷ在来種や郷土

種による法面植栽の設計。周辺との調和

を重視。 

ヷ環境ㆺ業の負荷軽減やㆺ業の安全性確保

の観点から UAV や３Ｄレヸザヸスキャ

ナヸの利用推進。 

ヷ橋梁の補修補強設計の講習㆟ヷ研修㆟等

に出席し、技術の研鑽に努力。 

ヷ景観や環境保全を考慮した工法の習得と

提案設計。 

ヷ設計した業務の施工状況を確認するため

の現場視察、及び新工法採用現場の視察 

ヷ個々の取り組みが、SDGｓ17 目標 169

タヸゲットのどれにあてはまるかを考

え、該当するロゴマヸクをレポヸトに添

ㆄするよう努める。 

ヷ採用された新技術の紹ㅼ写真を結果評価

に掲載する 

 

 

杉山 

環境への負荷の軽減を目指し、リサイクル材の使

用、ＣＯ２排出が少ない材料、工法の提案ヷ設計。 

ヷ調査ヷヷ現地の貴重種存在の有無の確認。植物

をむやみに㆝採しない。 

ヷ河川ヷヷ水生生物の生息空間を確保する工法の

設計。 

 大ㅟ川の景観になじむ工法の設計。 

ヷ道路ヷ急傾斜ヷ造成ヷヷヷ在来種や郷土種によ

る法面植栽の設計。周辺との調和を重視。 

ヷ環境への負荷軽減や現場ㆺ業の安全性確保の観

点から UAV や３Ｄレヸザヸスキャナヸの利用

推進。 

ヷ橋梁の補修補強設計の講習㆟ヷ研修㆟等に出席

し、技術の研鑽に努力。 

ヷ景観や環境保全を考慮した工法の習得と提案設

計。 

ヷ設計した業務の施工状況を確認するための現場

視察、及び新工法採用現場の視察。 

ヷ採用された新技術の紹ㅼ写真を結果評価に掲載

する 
 

 

 

新間 
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技

術

開

発

部 

新技術活用による業務

拡大と生産性向ㄥを図

り、大鐘ブラ

ンドの確立に

つなげる。 

ヷUAV レヸザヸ技術の活用、AR 技術等

による業務拡大と生産性の向ㄥを図る。 

ヷ学術系や建設工ㅙ系の ICT 活用のニヸ

ズを把握して業務の拡大につなげる。 

ヷ空間情報部、技術部との連携強化。 

ヷ3 次元計測精度の向ㄥに努める。 

ヷ補償業務に iPAD を利用して業務の効率

化を図る。 

ヷICT のベンチャヸ㆖業とのㅩ流や連携を

進め、技術力のアップを図る。 

 (例：ドロヸン映像の鮮明化ソフト活用) 

ヷこれら取組みを実践し、実施ㄶの写真を

撮り結果評価に掲載し、合わせて大鐘ブ

ランドの PR に努める。 

奥澤 

ヷUAV レヸザヸ技術の活用、3D モデル技術等に

よる業務拡大と生産性の向ㄥを図る。 

ヷ学術系や建設工ㅙ系の ICT 活用のニヸズを把握

して業務の拡大につなげる。 

ヷ空間情報部、技術部との連携強化。 

ヷ3 次元計測精度の向ㄥに努める。 

ヷICT のベンチャヸ㆖業や大学とのㅩ流や連携を

進め、技術力のアップを図る。 

 （例：ドロヸン映像の鮮明化ソフト活用） 

ヷこれら取組みを実践し、実施ㄶの写真を撮り結

果評価に掲載し、合わせて大鐘ブランドの PR

に努める。 

 

奥澤 

８ 良好な環境ヷ景観に配慮した土地開発の提案ヷ設計 

技

術

開

発

課 

良好な環境ヷ景観に配慮

した土地開発の提案ヷ設

計 

 

ヷ持続的かつ適正に緑地を維持管理できる

ような樹種の選択や配置の提案に注力し

ていく。 

ヷ良好な環境ヷ景観に結びㆄくㅙ例やデヸ

タの収集、勉強を継続する。 

青木 

ヷ持続的かつ適正に緑地を維持管理できるような

樹種の選択や配置の提案に注力していく。 

ヷ良好な環境ヷ景観に結びㆄくㅙ例やデヸタの収

集、勉強を継続する。 青木 

 



緑：計画　　　　　赤：実施

　環境経営計画 7月 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6月

1　温室効果ガス削減
　　ヷ全車ㄲのエコヷドライブの実践

 　　ヷマイカヸの燃費チェック賛同者の増
■
■

■
■

■
■

　　ヷエアコンの室内温度を夏2８℃　冬2０℃に設定

　　ヷㄧ要な照明の消灯ヷスイッチオフによる待機電力の削減

      ヷクヸルビズヷウォヸムビスを推奨

      ヷㆊ替フロン使用のＧＨＰ漏えいチェック
　　　（簡易点検□及ヒヸトポンプフィルタヸ掃除☆）

■
■

■☆
■☆

■
■

☆
☆

■
■

2　給排水の削減
     ヷ節水活動の推進（漏水の早期発見、節水ロゴ掲示）

3　廃棄物排出量の削減
 　 ヷダンボヸルヷ紙類のリサイクル　ヷ可燃ごみの削減ヷㅑ電池等の適正処分

４　地域社㆟における環境保全活動
     ヷ環境保全活動の積極的な実践（㆙太谷川清掃）

■
■

■
■

■
■

５　教育ヷ訓練の実施
　  ヷ社内研修の開催、社外研修の出席、EA21とSDGｓとの連携の勉強■、視察
★

■
■

■★
■□

■
■

■
■

　
　  ヷ危機対応訓練の実施
　　　　★安否確認訓練、●ガス発電機ㆺ動訓練、▲防災備品のチェック
　　　　　♦台風時タイムラインの実施

★
★

★◯
★◆

★◯
★●

★◯
★▲

★ ★▲
★△

★
★

★ ★●
★◯

★
★

★
★

★
★

　　　　　　　　　　♦インフルㅖ防注射、コロナ対策のㄟ部継続 ♦

6　EA21や業務に関わるSDGｓの情報提供と共有

7　新技術により環境に配慮した提案ヷ設計や生産性向ㄥに資した受注㆑数ヷ
　　比率の向ㄥ

設計課　：　地域の実情に応じた生態系の保全や景観、環境負荷の軽減が
　　　　　　図られる工法の提案ヷ設計

技術開発課　：　新技術活用による生産性向ㄥの検証と業務拡大

8　良好なㆰ環境ヷ景観に配慮した宅地開発の提案ヷ設計

2024 2025

Ⅶ　51期　年間経営スケジュヸル 
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51 期通期の環境活動計画における取組結果の自己評価ヷ改善点を記入している。          

推進㆟議ヷ自己評価による評価基準ヷヷヷㄥ段：推進㆟議  ㄦ段：（）内自己評価  

１ 努力したので、成果があった   ２ さほど努力しなかったが、成果があった  

３ 努力したが、成果はㅻひとつ   ４ 努力もしなかったので、成果も無かった 

取組期銥 ： 2024 年度（51 期）７～６月 

取組項目、具ㆳ的取組内容 
推㆟評価 

(自己評価) 取組自己評価 

１ 温室効果ガス削減 

全車ㄲのエコドライブの実践 

ヷㄧ要なアイドリング禁止 

ヷㄧ要な荷物を降ろす 

ヷ急発進ヷ急加速の禁止 

ヷエンジンブレヸキの積極的使用 

ヷエアコンを控えめに 

ヷ計画的な運転ルヸト設定 

ヷ早めのシフトアップ 

ヷタイヤの空気圧チェック 

ヷ社有車の燃費デヸタの蓄積、 

燃費評価の継続 

ヷ運転者全員が、デヸタの異常と 

車の異常のつながりを理解し、 

ㅙ故鋊止を図る 

ヷ各車の管理者はㆊ車、リヸス車 

の入出庫時の走行距離を確実に 

把握する。 

ヷCO2 削減をマイカヸにも普及 

させる取り組みに賛同し協力す 

る社員を地球温暖化鋊止救急隊 

員として 5１期１０ㅴに増やす。 
【責㆓者  渡邊】 

 

３ 

(3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善点 

燃費の目標値が高すぎた。再考したほうが良い。（特にディヸ
ゼル車） 
車検ㆌ外のメンテナンスが疎かとなった。基本的に壊れたらす
ぐに直す対応としていたが、維持管理を考えると 1 年点検ぐら
いは行ったほうが良いと考える。 

自己評価 

燃費デヸタから、皆が意識して運転してくれていると思うの
で、エコドライブは続けていけると思う。 

20.8 
18.8 19.7 

20.8 21.0 20.1 
19.3 19.5 20.3 21.0 21.8 

19.8 19.0 17.6 
18.6 

21.3 
21.7 

20.0 
19.2 

20.2 20.1 20.8 
21.9 21.1 

9.1 8.7 
10.1 10.6 10.4 10.5 9.4 10.1 10.9 11.1 11.2 10.0 

8.8 8.4 8.0 
9.3 9.8 10.1 10.9 

9.4 
10.8 9.8 9.6 10.0 

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

2024年（51期）ガソリン・軽油燃費グラフ 単位ｋm/l  
51期ガソリン

目標

51期ガソリン

実績
51期軽油目標

51期軽油実績

2,568 

2,823 2,765 

2,406 
2,000 

2,506 
2,204 

2,009 

2,383 2,401 
2,042 

2,348 
2,663.48 

2,137.53 2,244.60 

2,578.33 
2,129.44 

2,318.68 

1,825.26 

2,290.14 

2,123.47 1,943.30 1,961.21 2,073.20 

230 

330 457 431 

224 

581 
343 359 418 534 

312 
539 404.13 

247.65 287.21 384.73 

499.85 

434.91 
147.27 126.47 

407.20 358.05 231.58 135.60 0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

2023年（50期）ガソリン・軽油ＣＯ２排出量グラフ 単位 kg-CO2  

49期ガソリ

ン車

50期ガソリ

ン車

49期ディー

ゼル車

50期ディー

ゼル車

51 期通期（7～6 月）の目標(平均)に対する燃費 

ガソリン；20.2÷20.2×100＝100.0％ヷヷヷ◎ 

軽油  ； 9.9÷10.2×100＝ 97.1％ヷヷヷ2.9％減× 

51 期通期（7～6 月）の目標に対する CO2 排出量 

ガソリン；26288.64÷28455×100＝92.4％ヷヷ7.6％減◎ 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ  ；3664.65÷4758×100＝77.0％ヷヷ23.0％減◎ 

Ⅷ 環境経営計画の取組結果とその評価 
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室内温度を 

夏 2８℃、冬 2０℃に設定 
ヷEHP の性能や電気使用量の把握

に努め、新 EHP を使いこなす。 
ヷ前月デヸタや当月の気象ㅖ報から

電気使用量の増がㅖ想される場合
は、健康に支障の無い範囲で注意
情報の提供。 

ヷ部屋の喚起の励行。 
ヷ扇風機、空気清浄機、エアコンフ

ァンの効果的活用 
ヷ誰もがこまめな照明スイッチ操ㆺ

を行う。 
ヷ給湯器使用時銥を季節ごとに把握

して、LPG 使用デヸタを正確に
収集し、５２期ㆌ降の目標値設定
の基とする。 

【責㆓者 坂本】 

 

 

1 
（1） 

 

 

電気 CO2 排出量グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガス CO2 排出量グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ㄧ要な照明の消灯 
 

【担当 同ㄥ】 
 

１

（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スイッチオフによる 
待機電力の削減 

【担当 同ㄥ】 

１

（1） 

クヸルビズヷウォヸ
ムビズの推奨 

 
ヷ引続きポスタヸの掲示。 

ヷ社員各自が、夏冬の服装の工夫、

好例の紹ㅼ 

ヷこれらの写真を撮り、結果評価
に掲載する 

【責㆓者 同ㄥ】 

１

（1） 

 

1,206 
1,080 

858 

117 

384 

639 669 

327 

60 12 1.2
10.5

90.66 86.31 78.24

48.45
82.59 78.24 78.24 82.59 86.31 86.31 8.70 86.31

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

2024年（51期）LPG CO2排出量 単位kg-CO2

50期 実績

51期 実績

2,125 2,108 
1,950 

1,547 1,613 

1,852 1,895 1,967 1,952 

1,357 1,396 

1,433 

2,073.50 

1,660.02 1,689.29 

1,439.13 
1,309.80 

1,768.58 

1,898.86 

1,810.12 

1,533.06 

1,199.82 
1,160.65 

1,544.86 

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

2024年（51期）電気ＣＯ2排出量 （単位：kg-CO2)
50期実績

51期実績

51 期通期（７～６月）の前年実績に対する使用量 

19087.69÷21195×100＝92.7ヷヷ9.9％減◎ 

改善点 

来期は GHP ではなく EHP の実績から目標を設定する為、使用
方法や工夫が必要。ㆳ調に支障が無い程度にエアコン調節や銥
引き運転等工夫で使用量を抑えていきたい。ガスは計算等の見
直しが必要で目標再設定し、経過を記鉇します。 

自己評価 

GHP から EHP へㅩ換したことにより、電気効率が良く、日頃
の扇風機等の工夫によって電気使用も抑えることが出来ている
と思われる。ガスはㅩ換時期から使用量が減少したが、通期結
果を基にした目標値に見直しする必要があります。 

改善点 
PC 電源について、㆟議や外出等で銚く退席する場合は、自動
スリヸプ等を設定し、消し忘れを鋊止してください。ㆂについ
ては基本的に出来ているので継続をお願いします。 

自己評価 
＜51 期通期＞ 
PC 電源のつけっぱなしが少しあったかなと思いますが、基本
的にはどれも実施できたと思います。 
来期も継続お願いします。 

51 期通期（7～6 月）の前年実績に対する使用量 

892.95÷536.37×100＝16.6ヷヷ83.4％減 
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ㆊ替フロンの漏えいのチェック 
【責㆓者 板倉】 

 
ヷEHP の簡易点検を 3 か月に 1 回

実施。（3，6，9，１２月） 

ヷエアコンフィルタヸの掃除 

ヷ社員のㆊ替フロンへの理解ヷを深

め、チェックへの協力を得るため

に、全ㆳ研修㆟でのフロンやㆊ替

フロンの勉強を継続。 

ヷGHP を使用する１階の登記ㅙ務

所に年銥デヸタの提供と EA２１

活動の協力の呼びかけ。 

 

【責㆓者 板倉】 

１

（2） 

 

 

ヷEＨＰ８台の簡易点検を３か月に１回実施ヷヷヷ異常無し 
   202４  9/19,  12/6 

2025    3/１４, 6/5 
ヷEＨＰ８台のフィルタヸ掃除 2024/10/17（冷房→暖房） 
              2025/  4/16（暖房→冷房） 

２ 給排水の削減 

節水活動の推進 

 
ヷ漏水の早期発見に努める 

ヷ設計課のㅴ数増による水道使用量

の変化を注視 

ヷ節水呼びかけロゴの継続掲示。 

これらの写真を撮り結果評価に

掲載 

ヷ現状維持に努力 

ヷうがい、手洗いの励行を呼びかけ 

【責㆓者 杉浦】 

水道グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 廃棄物排出量の削減 

ダンボヸルヷ紙類ヷ新聞紙の 

リサイクル 

 
ヷ年末時の突出した排出を避け、平

準化のためにピヸクを６月と１２

月にする 

ヷ５１期ゴミ処理当番表に基づき活

動するが、全員の協力を呼びかけ

る 

ヷㄲ面コピヸ、裏紙使用の徹底継続 

ヷ倉庫に再搬入された紙類を処理す

る 

ヷダンボヸル類等を定期的に処分

し、ため込みを鋊止する 

 

【責㆓者 向島】 

 

 

 

１ 

（２） 
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21 21 22 21 23 23 22 22 23
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35

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

2024年 （51期） 上水道使用量 単位 ： ㎥ 目 標

実 績

改善点 
フロン等の勉強㆟は、勉強を行っていない者を対象に行う。 

自己評価 
点検、清掃共に計画どおりでき、評価できる。フロン等の勉強
㆟は、ㅻ回の取り組み期銥では、実施していない。登記ㅙ務
所への呼びかけは、引き続き実施する。 

改善点 
ㅻ後も漏水等や水道メヸタヸチェックに努め、感染鋊止、
節水呼びかけポスタヸ掲示をしていく。 

自己評価   
年銥を通し、漏水等の異常はなかった。通年で実績値が目標
に対し全てㄦ回った。目標値ㆌ内を維持できたのは社員の
日々の努力ヷ心がけの結果で評価できる。 

改善点 
どうしても繁忙期ㆌ外にも突発的に増える月は出てきてしまう
ため、平常時から年銥目標を見越して減らせるように呼びかけ
等の活動を行って行きたい。 

51 期通期（7～6 月）の目標に対する使用量 

256÷306×100＝83.7%ヷヷ16.3％減◎ 

自己評価 
最終的に目標を 20％程度ㄦ回ることが出来たのは評価できる
特に繁忙期の排出量をㆯく抑えることができたのが効果として
大きかった。 
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紙ヷ新聞紙グラフ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
ダンボヸルグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

可燃ゴミグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可燃ごみの減量 
ヷ分別収集を徹底して減量と再資源

化に努め、可燃ゴミの有料処理費

を節約する 

 

ㅑ電池ヷ充電池ヷ空き缶の 

適正な廃棄処分 
ヷ処分量の記鉇推進 

ヷㅑ電池ヷ充電池は、室内にため込

まず、早めの処分 

 

ヷ自販機の移動により空缶ボックス

が 1 箱となったため、散ㅏが再燃

しないよう、持ち帰り運動やマイ

ボトル（水筒）持参に努める 
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（１） 
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2024年（51期） 紙・新聞紙排出量 単位：kg 目 標 実 績
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2024年(51期) ダンボール排出量 単位：ｋｇ
目 標 実 績

113 

168 

100 108 
135 

100 

177 

80 
57 

201 
166 

75 

76 
50 42 

109 
67 59 

92 
34 42 

118 

59 59 0

100

200
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

2024年(51期 ) その他可燃ゴミ排出量 単位：ｋｇ

目標 ㎏

実績 ㎏

5,210 
3801

3,798 
5,883 

4,302 4,134 4,806 
2,890 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

0

2,500
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

2024年（51期） その他可燃ゴミ処分費用 （円） 月別費用（円）

累積費用（円）

改善点 
ゴミの排出量は年銥を通してㆯく抑えられている為、引き続き
維持できるように活動を継続する。 

自己評価 
年銥を通してゴミの排出量は少なく抑えられ、散ㅏ等もなく問
題なくゴミを処理できたのは評価できる。また、空き缶ボック
スのゴミ袋の回収方法を周知できたのは良かった。 

51 期通期（7～6 月）の目標に対する排出量  

783÷907×100＝86.3％ヷヷ13.7％減◎ 

51 期通期（7～6 月）の目標に対する排出量  

133÷139×100＝95.7％ヷヷ4.3％減◎ 

51 期通期（7～6 月）の目標に対する排出量 

252÷492×100＝51.2％ヷヷ48.8％減◎ 
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機密文書の適正処分 

ヷ個ㅴ情報の漏洩に十分注意し、機

密文書の適正処理に努める。（溶

解処理量ヷ処理費の把握） 

 

【責㆓者担当 同ㄥ】 

４ 地域社㆟における環境保全活動 

（１）環境保全活動の積極的

な実践 

㆙太谷川等の清掃 

 
ヷ年銥スケジュヸルとして活動日を

10 月ㄶ旬、12 月ㄶ旬、4 月ㄥ

旬をㅖ定 

ヷ建通新聞の地域貢献欄に引続き

掲載されるよう、情報提供す

る。 

 

【責㆓者 平口】 

 

 

（２）大ㅟ川流域ネット 
ワヸクのㅙ務局担当 

【責㆓者 銚島】 

 

２ 
（2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 

(無) 

51 期の活動状況 

●2024．10．24（木）20 ㅴ参加    ㆙太谷川 

●2024．12．13（金）２２ㅴ参加  ㆙太谷川 

●2025．  4．16（水）２３ㅴ参加  ㆙太谷川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動無 

５ 教育ヷ訓練の実施 

環境教育ヷ研修の実施 
   【責㆓者 銚島】 

（１）社内研修 
ヷエコアクション２１全ㆳ研

修㆟の実施。 
ヷ情報収集のため、環境銫係

の外部研修に参加。 
ヷコロナ感染状況を見なが

ら、環境教育のㄟ環として
視察を計画。 

ヷEA21 とＳＤＧＳの銫連ヷ連

携の勉強と情報提供。 

ヷ空銥情報部の情報提供の取

組みと連携を図る。 

 

 

 

 

（２）外部研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 
（１） 

 

 

ヷEA21 全ㆳ研修㆟  
 202４  8. 6（火）  32 ㅴ参加 

2024.12.13（金） 25 ㅴ参加(zoom 参加含む) 
2025.  4.１６（水） 25 ㅴ参加 
 

ヷ第 4 回社内「業務改善発表㆟」の銡催 
 2024．９．１３（金） 46 ㅴ参加 

  最優秀賞 徳田祥真「社内アプリ銡発による業務改善」  
ヷ２０２４．１０．２５ 

EA21 of the year 2024 の応募あり。 
５０期環境経営レポヸトに第１期 13 年分の年表、写真、社員
感想、デヸタを加えて編集し直して応募した。 
ヷ2024．11．5（火）EA21 静岡県大㆟ 1 ㅴ出席 
ヷ2025．２．25（水） 

EA21 of ｔhe ｙeaｒ２０２４の発表あり。 
１３年銥の集大成の自信ㆺで応募したが、残念ながら入選なら
ず。   
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

改善点 
なるべくㄦ見を行い、ㅴ数の分け方や重点的に清掃を行いた
い場所などをチェックしておきたい。 

自己評価 
どの活動でも 20 ㅴㆌㄥという多くの方にご参加いただきま
した。ご協力ありがとうございました。 

改善点 
楽しく、親しみやすい EA21 とするため、動画利用や業務改善
発表㆟の最優秀賞の「新ㅴによる EA21 マニュアルづくり」を
お願いする方法も良いかと考える。 
EA２１とりまとめに若い感性と PC 技術の提供をお願いする。 

自己評価 
若い社員が増えて、EA２１への理解や活動にㄧ安を感じてい
たが、まじめに積極的に取り組んでもらい、ありがたかった。
島田市田ㆊプラザの視察はできなかったが、そのㆂの研修は通
常どおりできたので、まあまあ評価できる。 
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（３）危機管理対応訓練の実

施 
【責㆓者 板倉】 

●緊急ㅙ態手順書の改定の有無 

 

●毎月初旬の安否確認訓練 

 

ヷ安否確認訓練を毎月始めの

（平日）出勤日に実施。 

ヷプロパンガス発電機操ㆺ訓練

の実施。 

ヷタイムライン実施。 

 車の移動、白板への記入等証

拠写真を必ず撮って結果評価

に掲載する 

 
ヷコロナ感染状況に注視して早

目の対応を実施。（本部銡催や
要綱改訂含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●タイムラインの実施 

 
●鋊災備品のチェック、発電

機操ㆺ訓練 
 
●新型コロナウイルス対策 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

１ 
（1） 

 

 

 

●コロナ対応手順書は、すでに対応済み 

 

●安否確認訓練の実施。 

2024： ７/1（月）、8/1（木）、8/8（木）、9/4（月）、 

 10/1（火）、12/2（月） 

2025：1/６（月）、3/3（月）、4/1（火）、5/1（木）、 

 5/30（金） 

※11 月と２月は、ㄥ書きされる前にデヸタ保存ㆺ業をしなか

ったため、デヸタ無し。  

訓練結果 

  2h 未満 2h 以上 返事なし 

3 月 30 名 14 名 1 名 
45 名 67% 31% 2% 
4 月 33 名 11 名 1 名 
45 名 74% 24% 2% 
5 月 38 名 8 名 0 名 
46 名 83% 17% 0% 
6 月 36 名 6 名 4 名 
46 名 78% 13% 9% 

 
※：目標値 2 時銥未満返信 60％未満、返信無し 3％未満 
  赤字は未達成 
 
ㄦ期はタイムライン実施無し 
 
ㄦ期は鋊災備品のチェック、発電機操ㆺ訓練、実施無し 
 
 
これまでの経験を踏まえ、常時対応できるようにしている。ま
た、新型コロナウイルス感染者が確認されたため、社内の換気
を実施している。 
 

改善点 
安否確認については、ㅙ前に周知しなくても目標を達成でき
るようにしたい。また、鋊災備品チェック、発電操ㆺ訓練等
は引き続き定期的に行っていく。 

自己評価 
ㄥ期と比べると、返信時銥、返信無しが向ㄥされ評価できる。 
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６ EA21 や業務に銫わる SDGｓの情報提供と共有 

【責㆓者 筒ㅟ】 

 

ヷ管理者㆟議やインフォメヸシ

ョンを活用して、EA21、労

働安全、SDGｓ等、業務全般

に銫わる情報や社㆟ㅴとして

の常識ヷ知識を身に着ける情

報を全社員にㆡえる。 

 具ㆳ的に 

ヷＥＡ２１銫連情報 

ヷ業務に銫わる SDGｓの情報 

ヷ熱ㄶ症対策 

ヷㅩ通ㅙ故対策 

ヷ部屋の換気の喚起、黙食の励

行の継続 

ヷ労働災害対策等の情報提供 

ヷこれまでどおり提供した情報

を写真に撮り、結果評価に掲

載する 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

（2） 

 
 
 
 
 
 

 

 
ヷ熱ㄶ症の注意喚起（7 月） 

ヷ食品ロス削減レシピ（8 月） 

ヷ秋バテ注意喚起（9 月） 

ヷ秋花粉、ハウスダスト注意喚起（10 月） 

ヷ2024.11.全社員が飲酒運転根絶宣言書にサイン 

ヷ地球温暖化について（11 月） 

ヷコロナウイルス、インフルエンザの感染率（12 月） 

ヷヒヸトショックについて（1 月） 

ヷ静岡市 SDGs アワヸド（2 月） 

ヷ春バテ鋊止（3 月） 

ヷ花粉症の飛沫（4 月） 

ヷ地球温暖化（5 月） 

ヷㄭ界環境デヸ（6 月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

改善点 
マンネリ化にならないように、最新の情報発信や役に立つよう
な内容を、分かりやすく工夫しながら発信していきたいです。 

自己評価 
毎月情報発信ヷ注意喚起等を滞りなく実施できたため、よかっ
たと思う。情報発信等のㆺ業であるため、目に見えて変化がで
るようなものではないが、社員に印象が残るようㅻ後も続けて
いきたいと思います。 
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７ 新技術活用により環境に配慮した提案や設計、生産性向ㄥ等に資した受注㆑数比率の向ㄥ

(設計課、技術銡発課) 

環境や景観への負荷の軽減、
地域の実情に応じた生態系の
保全等を図る提案ヷ設計を目
指し、新技術や ICT も活用し
ながら生産性の向ㄥを図る。 

【責㆓者  杉山】 
 

ヷリサイクル材の使用、ＣＯ２

排出が少ない材料、工法の提
案ヷ設計 

ヷ景観や環境保全を考慮した工
法の研修や講習に参加して技
術習得と提案設計。 

ヷ調査ヷヷ現地の貴重種存在の
有無の確認。植物をむやみに
㆝採しない。 

ヷ河川ヷヷ水生生物の生息空銥
を確保する工法の設計。 

 大ㅟ川の景観になじむ工法の
設計。 

ヷ道路ヷ急傾斜ヷ造成ヷヷヷ在
来種や郷土種による法面植栽
の設計。周辺との調和を重
視。 

ヷ環境への負荷軽減や現場ㆺ業
の安全性確保の観点から
UAV や３Ｄレヸザヸスキャ
ナヸの利用推進。 

ヷ橋梁の補修補強設計の講習
㆟ヷ研修㆟等に出席し、技術
の習得と研銖 

ヷ設計した業務の施工状況を確
認するための現場視察、及び
新工法採用現場の視 察。 

ヷ個々の取り組みが、ＳＤＧＳ
17 目標１６９タヸゲットの
どれにあてはまるかを考え、
該当するロゴマヸクをレポヸ
トに添ㆄするよう努める。 

ヷ採用された新技術の紹ㅼ写真
を結果評価に掲載する。 

 

 

 

１ 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善点 

 提案においては資料や実績等を提示し、経済性だけではなく

現場に適した工法及び技術を引き続き提案していく。 

 また、新工法採用現場の視察や施工状況を確認し提案ヷ設計 

に反映する。 

自己評価 

 新工法や新技術においては、研修や講習㆟等の参加により 

スキルの向ㄥを図り、業務での提案を心がけることができ

た。 
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新技術活用による生産性
向 上 の 検 証 と 業 務 拡 大 
（大鐘ブランドの確立） 

【担当 奥澤】 
 
・補償業務に iPAD を利用し

て業務の効率化を図る。 

・ICT のベンチャー企業との交

流や連携を進め、技術力の

アップを図る。 

 （例：ドローン映像の鮮明
化ソフト活用） 

・これら取組みを実践し、実
施中の写真を撮り結果評価
に掲載し、合わせて大鐘ブ
ランドの PR に努める。 

 

 

 １ 

（１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 良好な住環境・景観に配慮した宅地開発の提案・設計 

良好な環境・景観に配慮し

た土地開発の提案・設計 

【担当 青木】 
 
・工場の緑地について持続的

かつ適正に維持管理できる
ような樹種の選択や配置へ
の提案へ注力していく。 

・良好な環境・景観に結び付
く事例やデータの収集、勉
強を継続する。 

１ 
（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

改善点 

環境再生医取得者向けに講習会等の案内があるので、積極的に

参加をして理解を深める。 

自己評価 

環境に配慮した事例等のデータ収集・勉強の一環として、環境

再生医の資格取得をした。 

改善 
点群及び 3D モデルの様々な活用方法を調査し、今後の業務に

生かしたい。 

自己評価 

本年度は、狭小空間での iPad の活用や点群を活用した面積算

出等、様々な現場で新技術を活用して評価できる。 

 

依頼者が数量を認識

しやすいように、寸

法 を 登 録 す る こ と

で、数量表記載の部

材の場所や面積の確

認に活用した。（数量

が違う箇所は変更資

料として活用した。） 
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Ⅸ 環境銫連法規等の遵守状況の砬認及び評価の結果 
 ㄳびに違反、訴訟等の有無 

 

１ 環境銫連法規等の遵守状況 
  当硋に適用される環境銫連法規等の遵守状況を砬認した結果、環境銫連法規への違反は

ありません。なお、銫係当局よりの違反等の指摘は、過去にありません。 

 

遵守状況砬認日  2025 年６月 10 日 

  注：評価の印の意味 

   ○：適正    ×：ㄧ適正  △ ：○×のㄶ銥  —：5１期に該当業務が無い 

 

（１）建設コンサルタントとしての銫連法規 

根 拠 法 ㆋ 
条 例 等 

適用内容または 
基準ヷ指釘名 

具ㆳ的な内容又は、 
エコアクション 21 との銫連理由 

評価 

建設コンサルタントとして測量ヷ設計に銫わる環境銫連法規 
測 量 法 
磼 １ ６ 条 

障 害 物 の 除 去 障害となる貴重植物の㆝除、貴重動物
の追い出し等をしない。 ○ 

道 路 法 
磼 ３ ０ 条 
磼 １ 項 
磼 ２ 項 

 
 
 
 
 
 

 
道路磼 42 条 
道路法施行ㆋ 
磼 35 条の 2  
道路法施行規則
磼 4 条の５の２ 
 

ヷ道路構造ㆋ 
ヷ自転車道等の設計

基準 
ヷ道路土工指釘等 
ヷ舗装要綱等 
ヷ道路橋硉方書等 
ヷ鋊護柵設置要綱等 
ヷ道路標識設置基準等 
 
 
 
ヷ道路の維持又は 

修繕に銫する技術 
基準等 

 
 
 
 
ヷ静岡県橋梁点検 

マニュアル 

ヷ幅員、建築限界、線形、視距、ㅩ差又
は接続等の道路構造等（縦断勾配、横
断勾配、設計速度、曲線半径、法面勾
配等）に銫わる基準の遵守。 

ヷ生活環境への配慮、周辺の自然環境と
の調和を図る設計とする。 

＜銫連理由＞ 
新設ヷ改築された道路は、未改良道路

に比べ渋滞の解消、時銥の短縮等でＣ
Ｏ２削減に貢献する。 
 
＜銫連理由＞ 
ヷトンネル、橋そのㆂの道路を構成する

施設若しくは工ㆺ物又は道路ㆄ属物
の点検は、道路の存する地域の地形、
地質、環境等の状況に配慮して行う。 

 
＜銫連理由＞ 
ヷ橋梁の現状を把握し、安全性や使用に

悪影響を及ぼしている損傷を早期発
見し適切な措置をとることで安全か
つ円滑なㅩ通を砬保する。 
そのための点検調査では、ㆎ設にお
ける騒音や水質汚濁等の発生、ㅩ通
止による迂回路の設置でガソリンの
ㆷ分な使用の発生を招く等ㆰ民の生
活環境への悪影響を極力抑えた点検
とする。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 
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河 川 法 
磼 １ ３ 条 
磼 ２ 項 

ヷ河川管理施設等構造
ㆋ 

ヷ河川砂鋊技術基準 
ヷㄶ小河川に銫する河

道計画技術基準「多
自然川づくり」 

ヷ美しい山河を守る災
害復旧基本実施方釘
（静岡県版） 

ヷ河川改修工ㅙの堤鋊、護岸、水銛、桶
管、橋梁等の設計において構造ㆋや
基準の遵守。 

ヷ河川海岸災害復旧工ㅙの堤鋊、護岸等
の設計において指釘の遵守。 

＜銫連理由＞ 
ヷ水害からㆰ民の生命財産を守ると同

時に生活環境ヷ自然環境保全に努め
た設計とする。 

○ 

砂 鋊 法 ヷ河川砂鋊技術基準 
ヷ砂鋊基本計画等策

定指釘（土石流ヷ流
木対策編） 

ヷ土石流ヷ流木対策
設計技術指釘 

ヷ静岡県砂鋊ㅙ業の
手引 

ヷ砂鋊工ㅙの堰堤、流路等の設計におい
て指釘の遵守。 

＜銫連理由＞ 
ヷ土砂災害からㆰ民の生命財産を守る

と同時に生活環境ヷ自然環境保全に
努めた設計とする。 

ヷ急傾斜地崩壊対策工ㅙの擁壁、法面、
水路等の設計において指釘の遵守。 

＜銫連理由＞ 
ヷ土砂災害からㆰ民の生命財産を守る

と同時に生活環境ヷ自然環境保全に
努めた設計とする。 

○ 

急傾斜地崩壊
対 策 法 
磼 １ ４ 条 
磼 ２ 項 

ヷ河川砂鋊技術基準 
ヷ静岡県急傾斜地崩

壊対策ㅙ業の手引 ○ 

土 砂 災 害 
鋊 止 法 
磼 3 条 
磼 4 条 

ヷ土砂災害鋊止対策
基本指釘 

ヷ基础調査 

＜銫連理由＞ 
ヷ土砂災害からㆰ民の生命財産を守る

ための基础調査において、現地での
貴重碗の踏み荒らし、㆝採等の鋊止
等に努める。 

○ 

ヷ土地基本法 
ヷ国土形成計画
法 
ヷ国土利用計画

法磼９条 
ヷ都市計画法 

磼２９条 

ヷ「土地利用ヷ銡発許可

制度の解説」 

ヷ各市町の銡発許可制度

等申請の手引き 

ヷ静岡県硩硐のまちづく

り条例 

ヷ静岡県建築基準条例 

ヷ宅地銡発等指導要綱 

ヷ宅地造成等規制法施行ㆋ 

銡発行為申請における銫係法ㆋ、制度、
手引等の遵守。 

○ 

ヷ都市計画法 
磼３３条 
磼１項磼９号 

ヷ都市計画法施行ㆋ 
磼２３条の３ 
磼２８条の２ 

ヷ工場磏地法 
磼４条磼１項 
磼６条磼１項 

 施行規則、準則 

環境への配慮義務。 
樹木の保存、表土の保全。 
 
緩衝帯の設置。 
 
 
 

○ 

各 市 町 の 
土地利用ㅙ業の適正
化に銫する指導要綱 

 
 
 
 

ヷ承認申請書の土地利用計画、造成計
画、公害等鋊止計画、緑化計画、排水
計画、用水計画、鋊災消鋊計画等のㆺ
成において指導要綱の遵守。 

＜銫連理由＞ 
ヷㅙ業後の土地利用者や周辺ㆰ民の安

全ヷ安心な生活環境が砬保される設計
及び自然環境保全に努めた設計とする。 

○ 
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森 林 法 
磼１０条の２ 

林地銡発許可審査
基 準 

（銡発行為の許可） 

ヷ工ㅙ前の希少野生物碗の砬認調査、造
成工ㅙの緑化計画書のㆺ成において
基準の遵守。 

ヷ造成工ㅙの擁壁、法面、水路等の設計
において審査基準の遵守。 

＜銫連理由＞ 
ヷㅙ業後の土地利用者や周辺ㆰ民の安

全ヷ安心な生活環境が砬保される設
計及び自然環境保全に努めた設計と 
する。 

― 

 

静岡県盛土等の 
規制に銫する条
例（～R7.5.25） 

静岡県盛土等の 
規制に銫する条例施
行規則 

ヷ2022 年（R4）7.1 から施行。 
ヷ都市計画法や森林法等が適用されな

い盛土等への構造基準、環境保全の
ために基準を規定。 

ヷ県が申請書の審査を実施。 
ヷ届出制から許可制に。 

コンサルタントとして条例を順守し
た申請書をㆺ成する。 

○ 

 

宅地造成及び特
定盛土等規制法
(盛土規制法) 
（R7.5.26～） 

施行ㆋヷ施行規則 
及び静岡県施行条例ヷ
施行細則 
全条 

盛土等による災害鋊止のための基準を
規定。 
ヷ県が申請書の審査を実施。 
ヷ届出制から許可制に。 
コンサルタントとして法ㆋを順守した
申請書をㆺ成する。 

－ 

盛土環境条例 
（R7.5.26～） 

静岡県盛土等による環
境の汚染鋊止に銫する
条例施行規則 
全条 

汚染された土砂が盛土等に使用されな
いように規制。 
ヷ県が申請書の審査を実施。 
ヷ届出制から許可制に。 
コンサルタントとして条例を順守した
申請書をㆺ成する。 

－ 

建 設 
リサイクル法 

コンクリヸト、 
アスファルトの再源化 

コンクリヸト、アスファルトの再資
源化、再使用について工碗を問わ
ず、設計ヷ碥算に採用。 

○ 

景 観 法 
ふじのくに色彩 
デザイン指釘 

自然環境に配慮した道路ㆄ属物の 
色彩ヷデザイン指釘の遵守。 

○ 

改 正 航 碳 法 
ヷ１３２条磼２

号 
ヷ１３２条の２ 

磼３号 
 
 
 
 
 
ヷ１５７条の４ 

 
 
 
 
  

航碳法施行規則 
 
無ㅴ航碳機運用 
マニュアル 
（㆟硋独自） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

許可が必要 
ヷㆌㄦＡＢＣのように航碳機の航行の

安全に影響を及ぼす恐れのある碳域
において、ＵＡＶを飛行させる場合
には、国ㅩ大臣の許可が必要。 

（富士山静岡碳港ヷヷ半径 3.5km） 
Ａ 碳港等の周辺の碳域 
Ｂ 地表又は水面から 150ｍㆌㄥ 
Ｃ ㅴ口集ㄶ地区（ＤＩＤ地区）ㄥ碳 
 
飛行硣止碳域、飛行方法の違反は、 
50 ㄢ円ㆌㄦの罰金。 
ㆰ民生活や航碳機運行等の安全砬保
は、ㆴより優先すべきㅙ柄で、法ㆋを
順守してㆺ業する。 

 

 

 

 

 

 

○ 
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改 正 航 碳 法 
 
 
 
 

航 碳 法 
磼１３２条の

８ ５ 磼 1 項 

磼 ２ 号 

 
 

磼１３２条の

８ 6 磼 2 項 

磼１号、磼 2 号

磼 3 号 

2021.6 月公布 
 
 
 
 
2021.12.20 
2022. 6.20 
2022.12 月施行 
 

２023. 9.28 
 

〇許可等の期銥 
2023.11.14～ 

2024.11.13  
 
 
2024.11.14～ 

2025.11.13 
 
2024.12.6～ 

2025.11.13 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無ㅴ航碳機のㅙ故や無ㅴ飛行を鋊止
するため、100g ㆌㄥの無ㅴ機の登鉇
制度を銡始。 
登鉇の義務化、国の登鉇番号を機ㆳに
表硉。 
ㅙ前登鉇受ㆄ銡始。 
登鉇制度銡始。 
無ㅴ航碳機の飛行に係る許可ヷ承諾
書。 

東ㅮ航碳局銚に申請。 
 
 
弊硋では、6 機を登鉇し、国発行の記
号番号を機ㆳに表硉済 
無ㅴ航碳機、飛行させる者  11 ㅴ 
 
５機   12 ㅴ 

 
 
６機   12 ㅴ 

 
〇飛行の経路：日本全国 
〇登鉇記号等、は、別紙そのㆂ資料編に
添ㆄ。 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電 波 法 
磼 40 条磼１
項磼 4 号ハ 

磼ㅚ級陸ㄥ特殊 
無線技士 
磼ㄤ級陸ㄥ特殊 
無線技士 

改正航碳法施行。 
国産ドロヸンを 5.7GHz 帯で使用す
る場合は、磼ㄤ級陸ㄥ特殊無線技士
ㆌㄥの資格者が必要。 

○ 

（２）ㅙ業者としての環境銫連法規 

廃棄物の処理
及び清掃に銫
す る 法 律 

 
 
 
 

ㄟ般廃棄物収集運
搬処分業者との 
委託契約 

契約（書）の締結。 
再生紙、ダンボヸル、碳缶、碳瓶、ペッ
トボトル等の処分。 

○ 

ㄧ投棄硣止 ヷㄧ法投棄を行わない。 

ヷ測量機器に使用する充電式バッテリ
ヸ、ㅑ電池、そのㆂ釹クズ、製図台の
適正処理（指定処理施設に持参）。 

○ 

自 動 車 
リサイクル法 

廃車の適正処理 購入時のリサイクル料金の支払い。 － 

資源有効利用
促進法 

(ＰＣリサイクル法) 

パ ソ コ ン の 処 理 ヷㄧ法投棄を行わない。 ○ 

環 境 基 本 法 ㅙ業者として自助努力 エコアクション 21 の実施。 ○ 
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２ 違反、訴訟等の有無 

   銫係機銫からの違反等の指摘は、過去にありません。 

利害銫係者からの訴訟もありませんでした。   

地 球 温 暖 化 
対策推進法 

温室効果ガス抑制措置 エコアクション 21 の実施。 ○ 

循環型硋㆟形
成推進基本法 

発生抑制、再使用、
再利用への努力 

ペヸパヸレス、ㄲ面コピヸ等の推進、 
分別の徹底。 

○ 

家電リサイクル
法 

エアコン、テレビ、冷
蔵庫、洗濯機等の処理 

ヷㄧ法投棄を行わない。 ○ 

浄 化 槽 法 

浄化槽使用銡始届 現㆟硋新築時に届済み。 ○ 

保守点検及び清掃 
（磼１０条） 

 

●年６回保守点検を実施。 
2024：8/23、９/18（清掃：5.7
ｍ３汚泥搬出）10/24、12/17 
2025：2/26、4/4、4/28（清
掃：5.7ｍ３汚泥搬出）、6/4 

○ 

法定検査（磼１１条） ●年１回法定検査を実施。 
2025/5/21 判定：おおむね適正 ○ 

消 鋊 法 
磼 ９ 条 の 四 火災ㅖ鋊条例 少量危険物貯蔵取扱を遵守。 ○ 

フ ロ ン 排 出 
抑 制 法 
磼 １ ６ 条 ② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

所有者による機器の
簡易定期点検の実施 

 

◎RZYP45AV（ダイキン旧） 

電動機定格出力 0.9ｋｗ 

◎RZRP６３BFV（ダイキン新）  

電動機定格出力 1.18ｋｗ 

★PUZ_ZRMP140 
KA13(ㄤ菱電機)4 台 

★PUZ_ZRMP80 
HA13(ㄤ菱電機)２台 

★PUZ_ZRMP40 
KA13(ㄤ菱電機)2 台 
 

〇YRMP180F1（ヤンマヸ） 

電動機定格出力 4.8ｋｗ 

(登記ㅙ務所所有) 
 

 
ㆊ替フロンガスの大気ㄶへの放出を鋊
ぐ。 
●ㆊ替フロンガス（Ｒ407C）使用のエ

アコンをそれぞれ３か月に１度簡易
点検実施。 

 
2024： 9/19、12/6   
2025： 3/14、 6/5   

 
登記ㅙ務所所有の GHP をㄟ緒に簡易
点検。 
 

 

 

 

〇 
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 Ⅹ ㆊ表者による全ㆳ評価と見直しの結果 

 ㆟社の新たな 50 年への初年度として、受注確保のために積極的な提案力ヷ営業力の強

化推進を図りましたが、公共ㅙ業の発注減少が響き、受注ヷ売ㄥともに目標に届かず、完成

高の減少につながりました。EA21 では、前期に実施した設計課の本社移転と３台の GHP

を８台の EHP へのㅩ換により、電気、ガス、水道の使用が減り、総 CO2 排出量やエネルギ

ヸㆊ金が 50 期よりも減少しました。エネルギヸだけの視点では、まずまずの成績ですが、

ここに完成高という経営視点を加えた環境指標で見ると、意外な結果となりました。 

経営への効果を示す環境指標（総 CO2 排出量を完成高で割った値）は 51 期目標 86 に

対し、実績 90（目標をㄦ回る方が良い）と４ポイントオヸバヸし、マイナス効果となりま

した。51 期は前述の理由により、50 期よりも分子分母とも減少しましたが、分母である完

成高の減少が、CO2 減少よりも指標に大きな影響をㄨえていることがわかりました。 

52 期では、受注高をㆦばすために提案型営業の推進、社内の営業力の底ㄥげ等を図るよ

う、全社員に指示しました。 

EA21 では、改まったエネルギヸの通年使用状況が把握できた 51 期デヸタを基に第５ス

テヸジ（52～53 期）の目標値を定め、環境への取組みをより適切に行うよう指示しまし

た。また、毎月第 1 水曜日の夕方 15 分銥を清掃タイムとしました。社員の整理整頓の意識

が向ㄥし、社内がきれいになりました。ㅻ後も継続します。 

50 期に変更した「Ⅲ環境経営方釘」はそのままで、「環境経営方釘６」では、SDGS の

17 目標達成のため、㆟社の ICT 技術を使って地域課題の解決に取組む業務にㅻ期も努めた

ことは評価できます。 

特に、高さ約 30m の高架水槽の塗装替え及び東名高速道路高架橋支承ㅩ換（JR 在来線

のㄲ脇に立つ橋脚）に必要なデヸタ取得に３D スキャナヸ、ドロヸン、iPad 等を使用して

点群デヸタ等を計測し、デヸタの正確性、現場での危険ㆺ業の回避、ㆺ業時銥の短縮など生

産性の向ㄥを図ることができました。また発注者からは感謝のことばも頂きました。ㅻ後も

こうした実績を積み重ね、併せて PR にも注力して受注拡大を図り、大鉻ブランドの確立に

努めます。 

51 期は、㆟社の新たな 50 年への初年度として、また EA21 は第２部の幕銡けの年とし

て、ㅻㄟ歩の滑り出しとなりましたが、㆟社及び地域の発展と地球温暖化鋊止に引き続き努

めます。 

 

 

高さ約３０m の高架水槽の塗装替え    東名高速道路高架橋支承ㅩ換（JR 在来線のㄲ脇に立つ橋脚） 
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 見直し項目 変 更 の

必甮性 

有の場合の指示事項等 

１ 経営方針 有・無  

２ 環境経営目標 有・無 環境経営への効果を示す環境指標の見直しを指示。 

2030 年までの CO2 削減目標指標値を、最新の完成高

を使用して見直すこと。 

３ 環境経営計画 有・無 ガスヒートポンプから電気ヒートポンプへの交換による、

電気とプロパンガス使用疁の変化を基にした目標値を作

成し、適正な環境経営計画とすること。 

４ 実施体制 有・無  

５ その他のシステム事業 有・無  

６ その他（外部への対応） 有・無  

 

2025 年 6 月 30 日 

     大 鉻 測 量 設 計 株 式 ㆟ 社 

        代表取締役社長 塚本好明  
 

 

 


